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2008年10月～12月に宮城県
と仙台市をはじめとする自治体
や団体、JR６社が協力して開
催する大型観光キャンペーン
です。仙台・宮城の魅力を発
掘し、おもてなしの心で全国各
地からのお客様をお迎えしましょ
う。〔※デスティネーションキャン
ペーン（DC）は、「Destination
（ 目 的 地・行き先 ）」と
「Campaign（宣伝）」の合成語〕 

デスティネーション 
キャンペーンとは？ 
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キャンペーン推進協議会事務局 

みんなで 

成功させよ
う！ 

 

みんなで 

成功させよ
う！ 

 

本キャンペーン開催期間 
2008年 
10/1踉 12/31踉 

　
仙
台
市
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
普
通

の
バ
ス
と
は
デ
ザ
イ
ン
が
あ
き
ら
か
に

異
な
り
「
お
っ
！
こ
れ
何
の
宣
伝
？
」

と
思
う
ひ
と
き
わ
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
の

バ
ス
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
新
聞
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
仙
台
・

宮
城
Ｄ
Ｃ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」
で
す
。

全
部
で
４
台
走
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

一
日
に
２
台
と
遭
遇
す
る
と
、
Ｄ
Ｃ
に

関
わ
っ
た
自
分
の
運
命
を
感
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
「
Ｄ
Ｃ
バ
ス
と
の
遭
遇
」
も
街

歩
き
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
よ
っ
。
（
志
） 

平
成
１９
年
観
光
統
計
概
要（
速
報
） 

１０
年
ぶ
り
に
宿
泊
客
８
０
０
万
人
突
破
 

地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集
 

観
光
駅
長
が
お
出
迎
え
 

Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
 

鳴
子
温
泉
駅
な
ど
３
駅
 

宮
城
大
学
発
 
杜
の
都
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 

※ときどき休憩します。 

観
光
客
入
込
数
は 

２
１
１
万
人
増 

外
国
人
宿
泊
客
数
は 

過
去
最
高
を
記
録 

市
町
村
企
画
の
独
自
ツ
ア
ー
３２
を
提
案
 

伊
達
な
バ
ス
旅
 

塩竈神社を見学。 

陸羽東線3駅の観光駅長に就任した4人がおそろいの白い制服姿を披露 

石巻市／太古の自然体感！金華山トレッキング 
名取市／名取・史跡めぐり味めぐりバスの旅 
登米市／秋の味覚とみやぎの明治村探訪 
七ヶ宿町・蔵王町・白石市／まるごと蔵王山麓を楽しもう。 
村田町／ふるさと再発見「みちのく宮城の小京都村田の旅」 
丸森町・亘理町／阿武隈川舟運をたどる旅 
亘理町／亘理荒浜漁港鮮魚お買い物＆はらこめし・温泉ツアー 
加美町／実りの秋に舌鼓！加美町「食」・「体験」めぐり旅 
涌谷町／秘仏十一面観音三十三年一会御開帳と天平ろまんの旅 
美里町／神寺不動尊松景院「一日山伏修行体験」 
本吉町／「本吉の宝　山田大名行列演技 一般公開」観覧ツアー 
南三陸町／食彩!とっておきの南三陸。 
伊達市／伊達家のルーツを歩く 新日本百名山「霊山トレッキング」 
一関市／自然の美・歴史探訪の旅～inいちのせき～ 

提案ツアー名（一部） 

こ
け
し 

仙
台
名
物
三
姉
妹 

「
美
女
と
野
獣
」 

 
い
よ
い
よ
１０
月
開
幕 

仙台名物三姉妹　伝統スタイル 
各￥1,050（伝統こけしの工人作） 

爲Disney　撮影：下坂敦俊 
トニー賞の最優秀衣装賞を受賞した衣装も見どころ 

多
賀
城
跡 

あ
や
め
ま
つ
り
開
催
中 

活
動
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ 

県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
中
。 

今
月
の
話
題
は
、
コ
レ
に
決
ま
り
！ 

地域アカデミー説明会　仙台会場 
◇日時／２００８年７月４日（金）　１５:３０～１６:００ 
◇会場／仙台青葉カルチャーセンター 
◇住所／仙台市青葉区一番町２-３-１０ 
　　　　ブラザー仙台ビル４階 
◇交通／仙台駅西口より徒歩７分 
 
※説明会は完全予約制（先着）になっております。 
　申込先／ＪＴＢ東北　団体旅行仙台支店 
　　　　　担当：山田   蘂０２２-２６３-６７１２ 

むすび丸 
活動予定 

青葉通り 

南町通り 

藤崎 

明治屋 

ダイエー さくら野 

LOFTLABI

東
二
番
丁
通
り 

東
一
番
丁
通
り 

（
ア
ー
ケ
ー
ド
） 

仙
台
駅 

ブラザー 
仙台ビル 

　
平
成
１９
年
に
宮
城
県
を
訪
れ

た
観
光
客
、
宿
泊
客
は
１０
月
―

１２
月
に
行
わ
れ
た
仙
台
・
宮
城

Ｄ
Ｃ
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効

果
も
あ
り
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。 

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
観
光

課
の
速
報
に
よ
る
と
、
観
光
客

入
込
数
は
５
７
８
７
万
人
で
、

前
年
に
比
べ
２
１
１
万
人
（
＋
３
・

８
％
）
増
加
。
道
の
駅
「
あ
・
ら
・

伊
達
な
道
の
駅
」、
宮
城
県
総
合

運
動
公
園
、
み
ち
の
く
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
な
ど
で
観
光

客
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
宿
泊
観
光
客
数
は
８
２
３
万

人
で
、
前
年
に
比
べ
２３
万
人
（
＋

２
・
８
％
）
増
え
、
１０
年
ぶ
り
に

８
０
０
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

特
に
仙
台
市
、
大
崎
市
、
多
賀
城

市
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
増
加
。
ま

た
遠
刈
田
温
泉
、
鳴
子
温
泉
で

は
温
泉
地
の
魅
力
度
向
上
へ
の

継
続
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
宿

泊
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。 

    

　
外
国
人
の
宿
泊
客
数
は
１４
万

８
５
１
７
人
で
、
前
年
に
比
べ

３０
・
４
％
増
え
、
過
去
最
高
を
記

録
。
海
外
旅
行
会
社
・
マ
ス
コ
ミ

等
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
効
果

な
ど
に
よ
っ
て
香
港
や
中
国
、

韓
国
な
ど
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア

地
域
の
方
々
が
増
え
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
と
米
軍
の
共
同
訓
練
に

よ
り
米
国
か
ら
の
宿
泊
者
が
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。 

　
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の

１１
月
１０
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
期

間
に
、
宮
城
大
学
で
は
全
国
か

ら
参
加
者
を
募
り
、
大
学
や
宮

城
の
魅
力
を
講
義
す
る
「
地
域

ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
杜
の
都
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
「
大
学
生
と
学
ぶ
伊
達
政
宗

の
世
界
」。
仙
台
の
基
礎
を
築
い

た
藩
祖
の
国
づ
く
り
や
世
界
を

目
指
し
た
構
想
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
義
だ
け
で

な
く
、
学
生
た
ち
と
の
現
地
研

修
な
ど
で
実
学
を
体
験
で
き
ま
す
。

石
巻
、
松
島
、
仙
台
で
の
現
地
研

修
で
は
、
石
巻
の
寿
司
海
道
、
仙

台
市
博
物
館
の
企
画
弁
当
を
味

わ
う
な
ど
、
食
材
王
国
み
や
ぎ

も
堪
能
で
き
る
企
画
で
す
。
む

す
び
丸
に
ち
な
ん
だ
創
作
お
む

す
び
も
楽
し
め
ま
す
。
受
講
料

は
６
日
間
で
６
０
、
０
０
０
円
。

も
ち
ろ
ん
県
内
か
ら
の
受
講
者

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方

に
は
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
時
会
場
は
下
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
「
お

も
て
な
し
の
心
で
観
光
客
を
迎

え
た
い
」。 

　
大
崎
市
の
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
有

備
館
、
鳴
子
御
殿
湯
、
鳴
子
温
泉

の
３
駅
に
地
元
女
性
８
人
の
「
観

光
駅
長
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
観
光
駅
長
は
、
ホ
ー
ム
に
出

て
団
体
客
の
到
着
を
歓
迎
し
た
り
、

市
が
企
画
す
る
県
外
へ
の
観
光

宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン
等
に
も
参
加
。

地
元
大
崎
市
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。 

　
鳴
子
温
泉
郷
総
合
観
光
案
内

所
運
営
協
議
会
に
勤
務
す
る
闍

橋
貴
美
子
さ
ん
ら
全
員
が
市
内

の
観
光
施
設
で
働
い
て
い
る
女

性
た
ち
。
市
の
Ｄ
Ｃ
実
行
委
員

会
が
、
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
に
向
け

陸
羽
東
線
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
８
人
の
勤
務
先
に
協

力
を
要
請
。
Ｊ
Ｒ
も
全
員
に
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
制
服
と
帽
子
を

用
意
す
る
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

有
備
館
駅
に
は
２
人
、
鳴
子
御

殿
湯
、
鳴
子
温
泉
の
両
駅
に
は

そ
れ
ぞ
れ
３
人
が
配
置
さ
れ
ま
す
。 

　
今
月
の
８
日
に
８
人
の
う
ち
、

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ

４
人
が
大
崎
市
役
所
を
訪
問
。

伊
藤
康
志
市
長
は
「
観
光
駅
長

目
当
て
で
お
客
様
が
来
る
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。 

　
観
光
駅
長
の
８
人
は
、
今
年

１２
月
ま
で
特
別
列
車
の
運
行
に

合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
で
交

代
で
ホ
ー
ム
に
立
ち
、
乗
客
を

出
迎
え
て
い
ま
す
。 

　
１０
月
か
ら
始
ま
る
「
仙
台
・
宮

城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
に
向
け
、
６

月
１７
日
に
宮
城
県
庁
で
、
地
元
お

薦
め
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
「
伊

達
な
バ
ス
旅
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
伊
達
な
バ
ス
旅
」
は
県
内
お

よ
び
周
辺
の
市
町
村
が
、
地
域
の

特
色
や
観
光
資
源
を
生
か
し
た

独
自
の
ツ
ア
ー
案
を
作
成
し
て

旅
行
会
社
に
提
案
し
、
そ
れ
を
基

に
し
て
旅
行
会
社
が
仙
台
発
の

バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
・
販
売
す
る

事
業
。
新
し
い
観
光
ル
ー
ト
を
発

掘
し
、
各
地
域
の
魅
力
に
あ
ふ
れ

た
旅
を
観
光
客
に
提
供
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。 

　
提
案
さ
れ
た
ツ
ア
ー
は
全
部

で
３２
。
こ
の
う
ち
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
１５
の
ツ
ア
ー
に
つ

い
て
、
各
市
町
村
の
担
当
者
が
ス

ラ
イ
ド
や
資
料
を
使
っ
て
順
番

に
ツ
ア
ー
案
を
発
表
。
村
田
町
の

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
『
み
ち
の
く

宮
城
の
小
京
都
村
田
の
旅
』」、
美

里
町
の
「
神
寺
不
動
尊
松
景
院
『
一

日
山
伏
修
行
体
験
』」、
伊
達
市
の

「
伊
達
家
の
ル
ー
ツ
を
歩
く
・
新

日
本
百
名
山
『
霊
山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
』」
な
ど
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
食
、

体
験
な
ど
多
彩
な
楽
し
み
を
盛

り
込
ん
だ
特
色
あ
る
ツ
ア
ー
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
を
含

め
て
１０
分
の
短
い
持
ち
時
間
の

中
で
、
旅
行
会
社
の
方
々
に
少
し

で
も
多
く
わ
が
地
域
の
魅
力
を

伝
え
、
旅
行
商
品
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
各
市
町
村
の
発
表
に
も
熱

が
入
り
ま
し
た
。 

　
出
席
し
た
旅
行
会
社
の
一
つ
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
土
方
隆

志
販
売
課
長
は
「
地
元
の
観
光
情

報
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
知
る
機

会
は
め
っ
た
に
な
く
、
市
町
村
の

皆
さ
ん
の
企
画
は
と
て
も
新
鮮

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
当
社
で

県
内
の
観
光
地
を
ツ
ア
ー
対
象

と
し
て
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
参
加

し
て
、
灯
台
下
暗
し
、
遠
く
に
行

く
ば
か
り
が
旅
行
じ
ゃ
な
い
と

気
付
き
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
ツ

ア
ー
案
は
、
商
品
と
し
て
も
十
分

ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
の
で
、
可
能
な
限
り
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
各
市
町
村
、
旅
行
会
社
、

仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
推
進
協
議
会
の

間
で
さ
ら
に
調
整
と
検
討
を
重
ね
、

「
伊
達
な
バ
ス
旅
」
と
し
て
商
品

化
さ
れ
た
ツ
ア
ー
は
、
１０
―
１２
月

の
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

８
月
下
旬
ご
ろ
に
は
仙
台
・
宮
城

Ｄ
Ｃ
推
進
協
議
会
か
ら
「
伊
達
な

バ
ス
旅
」
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が

発
行
さ
れ
、
各
旅
行
会
社
に
よ
る

ツ
ア
ー
参
加
者
の
募
集
も
始
ま

る
予
定
で
す
。 

　
宮
城
県
内
や
近
県
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
日
帰
り
バ
ス
の
旅
。

ど
ん
な
楽
し
い
ツ
ア
ー
が
実
現

す
る
か
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

   

　
宮
城
交
通
で
は
、
５
月
２６
日
に

仙
台
市
内
の
宿
泊
施
設
の
フ
ロ
ン

ト
（
接
客
）
担
当
者
等
を
招
待
し
、

定
期
観
光
バ
ス
の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
「
み
や
ぎ
定
期
観

光
バ
ス
」
体
験
試
乗
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　「
み
や
ぎ
定
期
観
光
バ
ス
」
は
、

個
人
の
方
か
ら
小
団
体
ま
で
仙
台
・

宮
城
の
見
ど
こ
ろ
を
効
率
よ
く
見

て
ま
わ
れ
る
昭
和
か
ら
の
観
光
旅

行
の
王
道
。
宿
泊
客
を
迎
え
入
れ

る
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
フ
ロ
ン
ト
担
当

の
方
に
、
実
際
に
そ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご

自
分
の
言
葉
で
定
期
観
光
バ
ス
の

魅
力
を
案
内
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
当
日
は
３８
名
が
参
加
し
、「
た
っ

ぷ
り
松
島
・
塩
釜
」
コ
ー
ス
を
体

験
し
ま
し
た
。
秋
保
温
泉
・
仙
台

駅
前
発
着
な
の
で
秋
保
温
泉
宿

泊
の
方
に
も
便
利
な
コ
ー
ス
で
す
。

塩
竈
神
社
、
松
島
湾
遊
覧
船
、
松

島
海
岸
で
の
昼
食
・
名
所
見
学

と
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
の
見
ど
こ

ろ
た
っ
ぷ
り
の
コ
ー
ス
を
満
喫

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か

ら
は
、「
今
回
の
試
乗
で
お
客
様

に
自
信
を
持
っ
て
話
す
こ
と
が

で
き
る
」
と
大
好
評
で
し
た
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
観
光
旅
行
の
王
道
、

バ
ス
旅
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
宮
城
交
通

仙
台
駅
前
西
口
案
内
所
０
２
２
（
２

６
７
）
１
７
７
７ 

　
仙
台
・
宮
城
の
食
の
名
物
、
牛

た
ん
・
笹
か
ま
・
ず
ん
だ
が
こ
け

し
に
な
っ
て
登
場
し
ま
し
た
。

彩
り
そ
え
る
し
ま
ぬ
き
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
し
て
販
売
し
ま
す
。

名
前
は
「
仙
台
名
物
三
姉
妹
」。

写
真
の
伝
統
ス
タ
イ
ル
と
か
わ

い
ら
し
い
創
作
ス
タ
イ
ル
の
２

種
類
。
お
土
産
と
し
て
も
盛
り

上
が
り
そ
う
で
す
。 

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
美

女
と
野
獣
」
が
１０
月
１１
日
か
ら

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮

城
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
彩
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
ま
と
う
衣
装
の
数

は
ぜ
ん
ぶ
で
約
２
６
０
着
。
ち

な
み
に
、
野
獣
の
衣
装
の
重
さ

は
１７
キ
ロ
も
あ
り
、
俳
優
も
一

苦
労
で
す
。
主
人
公
だ
け
で
な
く
、

わ
き
役
た
ち
の
衣
装
の
変
化
に

注
目
く
だ
さ
い
。
一
般
発
売
は

８
月
１０
日
。
　 

　
今
年
で
２２
回
目
を
迎
え
る
多

賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り
が
７
月

６
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
２
０
、
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
あ
や
め
園
に
２
５
０
種
２

０
０
万
本
の
あ
や
め
、
花
菖
蒲

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
期
間
中
の

土
日
に
は
郷
土
芸
能
や
野
だ
て

な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
満
載
。
入
場

は
無
料
で
す
。
む
す
び
丸
も
駆

け
つ
け
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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52,000

54,000
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（単位：千人） 
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7,300

7,600

7,900

8,200

8,500
（単位：千人） 

10,000

38,000

66,000

94,000

122,000

150,000
（単位：人） 

観光客入込数 

3.8％増加 
宿泊観光客数 

2.8％増加 
外国人宿泊数 

30.4％増加 

55,758
7,999

57,872 8,227
113,851

148,517

7/5踞 

7/21跼 

7/19踞・20跣 

7/20跣 

7/27跣 

7/27跣 

10時～15時※ 

10時～１５時※ 

12時～１３時 

多賀城跡あやめまつり 

センター一般公開日 

「日本三景の日」お客様感謝デー 

楽天vsソフトバンク戦「南三陸デー」 

遠刈田温泉・青根温泉ループバス出発式 

夏まつり仙台すずめ踊り 

宮城県＆キリンビール「宮城の食合同ＰＲ」 

12時30分～１３時 

10時～１9時※ 

10時～１7時※ 

6/28踞・29跣 
7/5踞・6跣 

19日：16時～１8時※ 
20日：15時～１7時※ 
 

多賀城跡あやめ園 

宮城県産業技術センター 

松島海岸 

クリネックススタジアム宮城 

遠刈田温泉「神の湯」前 

仙台市宮城野大通り 

やまや沖野店 

仙
台
市
内
宿
泊
施
設
の 

フ
ロ
ン
ト
担
当
が
参
加 

松
島
・
塩
釜
コ
ー
ス
を 

た
っ
ぷ
り
体
験 

定期観光バス 
体験試乗 

昭和からの観光旅行の王道 

プ
レ
ゼ
ン
 

テ
ー
シ
ョ
ン
 

ツアー案の商品化を検討している旅行会社の皆さん 

地元の魅力をアピールする市町村の担当者 

平成1８年 平成19年 平成1８年 平成19年 平成1８年 平成19年 


